
小美玉市議会だより ｜ 令和８年第１回定例会 ｜ No.８1

委員会審査

ピック
 アップ

　小美玉市議会は３つの常任委員会

（総務・文教福祉・産業建設）を設置しています。

議員はいずれかの委員会に属して議案審査に

あたります。

　第１回定例会の議案審査から、主な質疑を

お知らせします。

新たにサウナの設置基準を制定

手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
保
有
率

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
す
る
こ
と
で
各
種

証
明
書
が
コ
ン
ビ
ニ
で
取

得
で
き
る
が
、
本
市
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

有
率
と
直
近
の
保
有
推
移

を
伺
う
。

A
現
在
の
保
有
率
は
80
・

６
％
。
令
和
７
年
４
月
１

日
の
保
有
率
は
77
％
の
た

め
、
直
近
で
３
・
６
％
の

増
加
と
な
る
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

市
内
の
サ
ウ
ナ
設
備

Q
近
年
の
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム

に
よ
り
、
設
置
基
準
を
新

設
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

サ
ウ
ナ
設
備
は
市
内
に
ど

れ
く
ら
い
あ
る
か
伺
う
。

A
市
内
で
は
現
在
６
事
業

所
、
10
施
設
か
ら
届
出
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

移
住
定
住
の
促
進

Q
移
住
定
住
促
進
住
宅
助

成
金
が
７
２
０
万
円
減
額

だ
が
、
利
用
実
績
は
。

A
若
年
世
帯
等
住
宅
取
得

助
成
事
業
は
57
件
の
申
請

が
あ
り
、
申
請
者
の
家
族

を
含
め
対
象
人
数
は
１
９

１
人
。
わ
く
わ
く
茨
城
移

住
支
援
事
業
は
０
件
で

あ
っ
た
。

総務常任委員会

　委 員 長 ：真家功

　副委員長：戸田大我

　委　    員 ：荒川一秀・長島幸男・

　　　　　　　　　村田春樹・鈴木俊一

文教福祉常任委員会

　委 員 長 ：山崎晴生

　副委員長：宮内勇二

　委　    員 ：市村文男・田村昌男・

 　　　　　　　　大槻良明・谷仲和雄・

　　　　　　　　 内田和彦　　

産業建設常任委員会

　委 員 長 ：島田清一郎

　副委員長：鬼田岳哉

　委　    員：福島ヤヨヒ・岩本好夫・

　　　　　　　　　長津智之・香取憲一

第１回定例会の
全議案の審議結果はこちら
（市議会HP）

イメージ写真

総務常任委員会

そ ・ ら ・ らがリニューアル！
　 本定例会では、 空のえき 「そ ・ら ・ら」 に係る様々

な経費が計上され、慎重な審議を経て可決されました。

　 リニューアルしたそ ・ ら ・ らは、 塚原緑地研究所を

指定管理者とし、 既存の直売所 ・物産館のほか、 レ

ストラン ・ ドッグランなど新たな施設が入ります！今

後も進化し続ける

そ ・ ら ・ らを議会

では注視していき

ます！

＼議会の／

ちょっと
いいはなし

空のえき 「そ・ら・ら」
の最新情報はこちら
（そ・ら・ら公式HP）
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子
ど
も
第
三
の
居
場
所
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定子
ど
も
の
居
場
所

Q
利
用
ニ
ー
ズ
と
利
用
人

数
の
見
込
み
は
。

A
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
そ
の
他
学
習
支
援

等
を
想
定
し
て
お
り
、
20

名
以
上
の
登
録
者
を
見
込

ん
で
い
る

Q
学
習
支
援
や
家
庭
支
援

な
ど
様
々
な
相
談
が
想
定

さ
れ
る
が
、
専
門
職
を
配

置
す
る
の
か
。

A
既
に
市
内
の
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
を
受
託
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
委
託

を
予
定
し
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス

Q
幼
稚
園
送
迎
バ
ス
運
転

業
務
委
託
料
は
、
ル
ー
ト

の
見
直
し
に
よ
る
減
額
で

あ
る
が
、
園
児
が
一
番
長

く
乗
車
し
て
い
る
時
間
は

ど
の
く
ら
い
か
。

A
約
50
分
で
あ
る
。

要
望

ル
ー
ト
の
見
直
し
等

に
よ
り
一
番
長
く
乗
る
園

児
の
負
担
が
大
き
く
な
ら

な
い
よ
う
、
今
後
も
適
正

な
運
行
管
理
を
要
望
す
る
。

文教福祉常任委員会

第三の居場所 （旧キャトル・セゾン）

乳
製
品
加
工
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正乳

製
品
加
工
施
設

Q
乳
製
品
加
工
施
設
の
使

用
料
を
約
83
万
円
か
ら
26

万
円
に
減
額
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
減
額
の
詳
細
な

根
拠
を
伺
う
。

A
昨
今
の
社
会
情
勢
や
物

価
高
騰
な
ど
、
様
々
な
要

因
に
よ
り
、
事
業
運
営
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ

た
中
、
現
在
使
用
者
で
あ

る
小
美
玉
ふ
る
さ
と
食
品

公
社
の
経
営
状
況
等
を
踏

ま
え
、
負
担
可
能
な
範
囲

の
中
で
使
用
料
を
検
討
・

協
議
し
、
設
定
し
た
。

「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
の
陳

情
書

賛
成
意
見

国
の
物
価
高
対

策
は
、
中
小
企
業
者
へ
の

支
援
が
少
な
い
よ
う
に
感

じ
る
。
本
陳
情
は
、
他
議

会
で
も
既
に
採
択
さ
れ
て

お
り
、
賛
成
で
あ
る
。

反
対
意
見

最
低
賃
金
を
１

７
０
０
円
に
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
現
在
の
１
０
７

４
円
と
比
較
す
る
と
大
幅

な
賃
上
げ
で
あ
る
。
経
営

者
の
負
担
が
大
き
く
な
る

た
め
、
今
回
は
見
送
る
べ

き
と
考
え
る
。

産業建設常任委員会

オミタマヨーグルトを製造する工場 （そらら内）

賛否が分かれた議案

○…賛成 ×…反対　ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します　　※追加議案のため付託なし

議　員　名

議　案　名

鬼

田

岳

哉

宮

内

勇

二

戸

田

大

我

内

田

和

彦

山

崎

晴

生

真

家

功

香

取

憲

一

長

津

智

之

島
田
清
一
郎

鈴

木

俊

一

村

田

春

樹

石

井

旭

谷

仲

和

雄

長

島

幸

男

岩

本

好

夫

福
島
ヤ
ヨ
ヒ

大

槻

良

明

田

村

昌

男

市

村

文

男

荒

川

一

秀

付

託

委

員

会

審

議

結

果

国民健康保険税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 なし※ 可決

 「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援
策の拡充を求める意見書」採択の陳情書

× × × × × × × × × × × − × × × 〇 × × × × 産業建設 不採択
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